
 

４ 

ＵＣ２０３（ユニロボ２Ｒ）の修理                    
 

１．制御盤 

     外形   盤内レイアウト 

 

２．特徴 

 ＵＣ２０３はワンボード型のコントローラです。 

 ワンボード（二段式）の上側がサーボアンプ基板、下側がＣＰＵ・Ｉ／Ｏ基板になっています。 

 

３．基板ユニット交換について 

 

 この基板には下記の種類があります。 

 トルクアップ型：Ｒ２２・Ｒ５８が１０ｋΩ（９２年４月以前の標準品は４．７ｋΩ） 

         これ以降の標準品はすべてトルクアップ型 

 ティグ用型    ：下側基板のＲＯＭが ＮＣＣ ＴＷ１．１ 

         標準ＲＯＭは ＮＣ２Ｒ Ｖｅｒ２．１ 

 

４．電池交換 

 

 プログラム用の電池は基板ユニットごと交換になります。 

 エンコーダはインクリメンタル式なので電池はありません。 

 

５．外部記憶 

 

 外部記憶はＮＥＣ製ＰＣ－９８０１用で、Ｖｅｒ４．１０を使います。 

 通信ケーブルはＵＣ２０３専用のケーブルになります。 

 

                                                  



 

５ 

ＵＣ２０３（ユニロボ２Ｒ）のトラブル事例              
 

現象 原因 対策 

「ＥＲＲＯＲ ドライバー」になる 

（サーボＯＮしない） 

          下記参照 

１．ヒューズが切れている 

２．基板内ＣＮ３の断線 

３．基板内のトランジスタとアルミケー 

 スが短絡した 

４．カップリングが締め付け部の所で割 

 れている 

１．ヒューズ交換（標準は６Ａ） 

２．ＣＮ３確認 

３．絶縁シートのゴミをとる 

 

４．カップリング交換 

ヒューズが何回も切れる 

「ＥＲＲＯＲ ドライバー」になる 

（ユニロボをぶつけた為）基板内トランジ

スタが破損した 

基板交換 

 

電源を切るとプログラムが変わる、消える 
１．バックアップ電池切れ 

２．基板トランジスタの故障 

１．電池交換 

２．基板を対策品に交換 

サーボＯＮで突然動く 

１．ＣＮ－ＳＩＧの接触不良 

２．コネクタ部の汚れ 

３．基板内３端子ＩＣ故障 

４．モータの故障 

１．コネクタを差し直す 

２．コネクタ部の清掃 

３．基板交換 

４．モータ交換 

「エラーツウシン」になる 

１．電源投入時から非常停止 

２．ペンダントケーブル断線 

３．ＲＡＭデータが壊れた 

１．非常停止を解除する 

２．配線チェックをする 

３．メモリクリアする、基板交換 

ペンダントが表示しない 

１．直流電源が供給されていない、断線 

 している 

２．コネクタのピンがつぶれている 

１．電源ランプ、ケーブル等をチェック 

 する 

２．ピンを直す 

振動する エンコーダケーブルの断線 ＣＮ－ＳＩＧケーブルの確認 

原点復帰でリミット異常 
原点リミットがドックにＯＮするまで当

たっていない（先にオーバーランする） 

リミットの高さを調整する 

リミットスイッチ交換 

原点が１５ｍｍぐらいずれる 
原点ＬＳの当たる位置と、エンコーダのＺ

相が同じなので、１回転分ずれている 

カップリングの所で、モータを半回転ずら

すか、原点ＬＳの位置を変える 

ユニロボの出力が電源投入でＯＮしてし

まう 

基板内の出カトランジスタが壊れた 基板交換 

溶接すると「ＥＲＲＯＲドライバー」にな

る 

振動による過電流 ベースを固定する 

自動運転中に決まった位置で非常停止に

なる 

治具との干渉 治具がユニロボと当たらないようにする 

基板からこげたにおいがする 
機体配線側でＤＣ２４Ｖが短絡したため、

基板内のダイオードが壊れた 

基板交換、ＤＣ２４Ｖにはヒューズをつけ

る 
 

 

 【ＥＲＲＯＲ ドライバーになるとき】 

  ヒューズを交換してください。 

  ヒューズの位置は右図参照。 

 

 

 

 
           使用ヒューズ： φ5.2  20mm 
           ＦＧＭＢ（富士端子工業）定格電流６Ａ 
 

 【原点合わせを行わずにパラメータ設定を行う方法】 

  １．運転準備を入れます。 

  ２．ティーチペンダントの「ＳＴＡＲＴ」キーは押さず 

   に、「ＳＴＯＰ」を押します。 

  ３．モードを「パラメータ設定」にして、パラメータを設定します。 
 

                        ２回押す 


